
平成２９年７月

那賀川河川事務所

第１０回 長安口ダム改造事業費等監理委員会

第９回委員会での主な意見と取り組み

資料１



（１）工事工程は順調に推移しているものの、洪水の頻発や気候変動等の要因も踏まえ
て、早期完成を目指し事業費の安定化を図っていただきたい。
○工期内に改造工事を完成させる上で、一番の不確定要素としては、主に出水によるもの
である。これまでも取り組んできたが、適宜、施工計画・工法の見直しを行い、平成31年度の
完成を遵守したい。

（２）事業費の監理は、現場への適応や工法の変更等の不確定要素を見込んだ上で今後
とも事業費の削減に努めて頂きたい。
○月1回の定例会議を設け、現状の課題等について共有を図ると共に、工法の変更・調整

事項の中でコスト縮減につながる話を取り入れるなど定期的に現場の話をくみ取るような枠
組みを作っている。

【第9回委員会（平成28年度）における主な意見と取り組み】

前回の委員会でいただいた以下の主な４つの意見に対する、当事務所の取り
組みについてご紹介します。
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（３）広報においては、長安口ダムの経済効果等が地元に伝わるような工夫をしつつ、進め
ていただきたい。
○那賀町の広報誌に長安口ダム改造事業に関する情報を記載している。

①長安口ダム改造事業における広報の状況

（４）長期的な堆砂対策を早期に着手されるともに、コスト縮減に取り組み、事業費の平準
化を図っていただきたい。
○現在は計画段階で、今後の設計・施工にて、新技術等を活かしたコスト縮減に努める。

②長期的堆砂対策の事業化に向けた取り組み



①長安口ダム改造事業における広報の状況 （平成27年4月～平成29年6月）
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那賀町広報誌の『長安口ダム特設ページ』にて、ダム改造情報やなかがわ探検バスツアーなどを記載。
HP上にある工事現場見学の受付案内を更新し、一般及び学校関係者等に広く周知するとともに、旅行
業への広報として、世界に誇る土木技術が詰め込まれた改造事業工事を観光資源として活用してもらう
ようインフラツーリズムにも対応。
また、土木工事専門誌からの執筆依頼による招待記事や、土木工事専門技術者への講演等を実施し
広報の幅を広げる試みをおこなう。

【長安口ダム見学者数】

平成27年度 見学者合計
1,311人

平成28年度 見学者合計
2,061人

平成29年度 月別見学者
4月 220人
5月 82人
6月 148人

331人

220人

那賀町子どもまつり
（天端仮設構台）

なかがわ探検バスツアー見学写真
（天端仮設構台）

南部総合県民局長ほか
（長安口ダム右岸展望台）

82人

148人



①長安口ダム改造事業における広報の状況

3

▲那賀町広報誌 『なかがわ防災情報コーナー』

▲業界紙『日経コンストラクション』に長安口
ダム改造事業が掲載

▲生産性革命ｂｙインフラ第４次重点計画パネル

▲阿南市、那賀町の小学生対象の 『なかがわ探検バスツアー』▲四国地方整備局トップ→工事現場等見学ガイド2017より▲国土交通省総合政策局インフラツーリズムPOATAL SITEより



長安口ダム貯水池機能保全技術会議：平成27年11月・平成28年3月

②長期的堆砂対策の事業化に向けた取り組み

会議を公開とし、那賀川流砂系全体の視点から長安口ダムの堆砂対策案の抽出に至る
計画段階の評価を示した。

河川整備計画：平成28年11月策定
長安口ダムの長期的堆砂対策について具体化した。

事業再評価：平成28年11月 長期的堆砂対策事業化（長安口ダム改造事業に追加）

那賀川総合土砂管理検討協議会

・那賀川総合土砂管理技術検討会

平成27年11月11日及び平成28年3月9日
に開催した技術会議の資料を基に、長安
口ダムの堆砂対策の内容の検証を行い、
技術レポートとしてまとめられた。

那賀川河川事務所長（左）に
武藤委員長から手渡された様子

・長期的堆砂対策案（ベルトコンベヤ案）の早期打ち出し
・ダム下流の影響については、流砂系全体の場へ移行

流河川への影響については、将来の流砂
量変化、影響が予測される項目、検討課題
を示し、総合土砂管理の場で検討する。

委員の意見

①堆砂対策案としては実現性、柔軟性の観点からベルトコンベア運搬による対策案が有効である。
②堆砂対策による下流河川への影響については治水・河川利用・環境の影響検討を継続して実施する必要がある。

技術会議レポート：平成28年7月

流域内の施設管理者が主体

那賀川総合土砂管理

技術検討会

那賀川総合土砂管理

検討協議会

長安口ダム貯水池機能保全技術会議
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